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走
れ
、
走

一
月
二
十
四
日
、
町
立
第
一
保
育
園

で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

こ
の
大
会
は
、
昨
年
に
続
き
園
児
た

ち
の
一
年
間
の
総
決
算
と
し
て
、
体
力

の
日
頃
の
成
果
を
み
る
た
め
に
企
画
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

れ
、

こ
の
日
は
寒
さ
も
と
お
の
き
、
絶
好

の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
。
コ
ー
ス
は
元
机
ク

ラ
ブ
ま
で
の
一
触
を
足
慣
ら
し
、
机
～

古
賀
～
伊
豆
神
社
～
保
育
園
ま
で
二
短

を
走
り
ま
す
。
一
般
道
路
を
走
る
と
あ

っ
て
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
総
動

員
し
て
危
険
な
箇
所
に
立
っ
た
り
一
緒

に
走
っ
た
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
マ

ラ
ソ
ン
大
会
。

途
中
通
り
が
か
り
の
人
の
応
援
を
受

け
な
が
ら
園
児
も
ハ
ッ
ス
ル
ー
用
意
ド

ン
の
合
図
か
ら
わ
ず
か
十
分
で
年
長
組

の
ト
ッ
プ
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
そ
し
て
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
泣
い
て
い
た
年
少
組
も
障

害
児
も
全
員
無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
組
別
に
三
位
ま
で
ガ
ン
バ
ッ

タ
選
手
に
飛
箱
で
つ
く
ら
れ
た
表
彰
台

に
上
っ
て
の
表
彰
式
。
夜
に
は
、
こ
れ

ま
で
一
年
間
の
園
児
の
記
録
を
写
し
た

八
ミ
リ
を
通
し
て
学
習
会
が
も
た
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
目
で

足
で
虞
で
子
供
の
成
長
を
感
じ
と
っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

走れ走れ、健’康づ　く　り　の第一歩
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を
練

死

最
近
の
灯
油

・
ガ
ス
の
天
上

知
ら
ず
の
値
上

に
対
し
、
消
費

者
の
知
恵
と
し

て
、
昔
に
か
え

Ⅲ醐Ⅲ

り
、
火
も
ち
の
良
い
練
炭
を
利
用
す
る

家
庭
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
練
炭
の
利
点
は
あ
り
ま
す

が
、
一
酸
化
炭
素
の
多
重
発
生
に
よ
り

練
炭
中
毒
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
以
前
と
家
の
構
造
上
（
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
使
用
な
ど
）
の
違
い
か
ら
く
る
も

の
で
す
。

先
月
末
に
、
練
炭
中
毒
で
遠
賀
町
で

三
人
が
入
院
し
、
水
巻
町
で
二
人
が
救

急
車
で
運
ば
れ
、
昨
年
暮
に
は
、
北
九

州
市
で
老
夫
婦
が
中
毒
死
し
て
い
ま
す

郡
内
で
の
二
件
も
発
見
が
遅
れ
て
い
た

ら
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
た
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
寒
さ
は
続
き
そ
う
で
す
。

練
炭
を
使
用
す
る
家
庭
は
次
の
こ
と
な

ど
に
十
分
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

空
気
の
入
れ
か
え
を

。
し
め
き
っ
た
部
屋
で
長
い
時
間
、
練

炭
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
を
使
用
し
た
場
合
は
、
必

ず
敢
素
不
足
に
な
り
ま
す
の
で
、
時

々
空
気
の
入
れ
か
え
を
す
る
こ
と
。

一
酸
化
炭
素
中
毒
の
応
急
手
当

中
毒
を
お
こ
し
た
時
は
、
救
急
車
（

1
1
9
番
）
を
呼
び
、
一
刻
も
早
く
医

者
に
見
せ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
救
急

車
が
く
る
ま
で
の
間
、
次
の
応
急
手
当

を
し
て
下
さ
い
。
－

。
新
鮮
な
空
気
の
場
所
へ
移
し
、
安
静

に
す
る
。

。
衣
服
を
ゆ
る
め
、
静
か
に
寝
か
し
て

毛
布
な
ど
で
保
温
す
る
。

。
意
識
の
な
い
と
き
は
、
横
向
き
に
寝

か
せ
て
頭
を
後
方
に
そ
ら
し
、
気
道

を
確
保
す
る
。

。
呼
吸
の
な
い
と
き
は
、
人
工
呼
吸
を

行
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
　
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）
の
普

及
と
同
時
に
、
爆
発
事
故
に
よ
り
第
三

者
を
ま
き
こ
ん
だ
事
故
が
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
正
し
い
取
扱

い
に
十
分
気
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

①
窓
を
開
け
て
換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ

’
ｎ
ノ

㊥
点
火
は
必
ず
目
で
確
認
し
立
ち
消
え

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

㊥
空
気
を
正
し
く
調
節
し
て
い
つ
も
青

い
炎
で
使
い
ま
し
ょ
う

④
ガ
ス
を
使
っ
た
あ
と
は
器
具
だ
け
で

な
く
元
栓
も
閉
め
ま
し
ょ
う

⑨
ガ
ス
器
具
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
の
合
格
マ

ー
ク
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う

⑥
ゴ
ム
管
は
古
く
な
ら
な
い
う
ち
に
と

り
か
え
ま
し
ょ
う

⑦
ゴ
ム
管
は
三
ツ
又
で
つ
な
が
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

あ
と
を
た
た
な
い

暴
力
団
事
件
、
恐
怖
の
麻
薬

消
火
器
の
押
し
っ
け

販
売
に
注
意
を

恵
徳
消

火
器
セ
ー

ル
ス
マ
ン

盛
り
看

が
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
と
偽
っ
て
、

消
火
器
の
設
置
は
法
的
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
て
、
消
火
器
代
二
万

六
千
円
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
打
ち
込
み
費

用
七
万
六
千
円
と
い
っ
た
被
害
が
、
郡

内
各
地
で
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
の
消
火
器
の
設
置
は
、
自

主
的
に
「
自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
防
火
思
想
か
ら
、
消
火
器
を
任

意
に
設
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

悪
徳
消
火
器
の
被
害
に
か
か
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
不
審
な
場
合
は
、
郡
消
防

署

（

魯
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）
　
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

北
九
州
市
を
中
心
に
連
日
の
よ
う
に

暴
力
団
事
件
が
報
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
暴
力
団
事
件
は
、
暴
力
団
だ
け

の
抗
争
だ
け
で
な
く
、
∵
般
市
民
を
ま

き
込
ん
だ
広
範
囲
の
も
の
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
等
の
問
題

を
た
だ
手
ま
ね
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

暴
力
団
絶
滅
の
た
め
、
猟
銃
の
完
全
保

管
、
麻
薬
の
追
放
運
動
な
ど
出
来
る
と

こ
ろ
か
協
力
し
て
、
み
ん
な
が
安
心
し

て
住
め
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
，
㌢

猟

　

銃

　

の

　

保

　

管

本
年
も
一
月
十
五
日
で
狩
猟
期
間
も

終
り
次
の
狩
猟
解
禁
の
十
一
月
十
五
日

ま
で
猟
銃
は
休
眠
状
態
に
な
り
ま
す
。

猟
銃
、
火
薬
に
つ
い
て
の
保
管
、
措
置

に
つ
い
て
は
必
ず
次
の
こ
と
を
守
っ
て

下
き
い
。

狩
銃
な
ど
の
適
正
保
管
に
つ
い
て

。
猟
銃
な
ど
の
適
正
保
管
に
つ
い
て

保
管
庫
の
カ
ギ
は
堅
固
な
も
の
と
し

カ
ギ
は
自
分
で
保
管
す
る

。
銃
は
ク
サ
リ
錠
で
結
束
し
ま
し
ょ
う

Ｄ
分
解
で
き
る
銃
は
必
ら
ず
分
解
し
、

部
品
は
他
の
場
所
に
保
管
す
る

。
「
弾
」
は
銃
と
は
別
に
、
カ
ギ
の
か

か
る
保
管
庫
に
保
管
す
る

残
火
薬
類
の
措
置
に
つ
い
て

。
猟
期
終
了
日
ま
で
に
完
全
消
費
す
る

。
や
む
を
え
ず
残
火
薬
が
生
じ
た
場
合

は
必
ち
ず
次
の
措
置
を
と
る
こ
と

。
廃
棄
す
る
。
火
薬
店
に
保
管
依
頼
す

る恐
怖
の
薬
を
追
放
し
よ
う

覚
せ
い
剤
は
、
暴
力
団
組
織
の
最
大

の
資
金
源
と
な
り
、
い
ま
や
そ
の
災
厄

は
家
庭
の
主
婦
か
ら
少
年
に
ま
で
浸
透

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
次
の
こ
と
を

ご
承
知
下
さ
い
。

覚
せ
い
剤
の
害
毒

覚
せ
い
剤
は
「
シ
ャ
ブ
、
ア
ン
ボ
ン

ネ
タ
」
な
ど
の
隠
語
で
密
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
注
射
す
る
と
一
時
的
に

痛
れ
が
と
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、
薬

が
切
れ
る
と
苦
痛
を
感
じ
、
再
び
注
射

す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち

に
中
毒
に
な
り
、
最
後
は
廃
人
同
様
と

な
り
ま
す
。

ま
た
中
毒
に
な
る
と
幻
覚
症
状
が
出

て
、
突
発
的
に
暴
れ
だ
し
、
他
人
に
危

害
を
与
え
る
。

ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
の
利
用

折
尾
警
察
署
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ

ホ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

。
家
族
や
知
人
な
ど
で
覚
せ
い
剤
に
関

す
る
悩
み
こ
と
、
困
り
ご
と
な
ど

。
党
せ
い
剤
に
関
す
る
情
報
・

6

9

1

・

0

3

3

1

（

内

線

2

5

5

）

一丸のÅ櫓みんなで守って明るい社会　　水申　年　松野直子Å権標語
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所得税の確定申告の那眼は3日15日ですが、

あなたはもうおすみてすか。期限間近になる

と税務署は大変混托しますので、早目に申告

をすませましよう。

か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
六
十
万
円
で

す
か
ら
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財

産
が
六
十
万
円
を
超
え
る
人
は
申
告
が

必
要
で
す
。

署
に
還
付
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
－

。
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
な
か
っ
た
た
め
年
末
渦
能
を
受
け

な
か
っ
た
人
。

。
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
や

廃
業
の
た
め
、
所
得
が
前
年
よ
り
大

幅
に
減
っ
た
人
。

場
所
　
水
巻
町
商
工
会
館
（
税
理
士
に

よ
る
小
規
模
企
業
者
相
談
）

所
得
税
の
推
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

勘
商
売
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
の
あ
る
か
た
な
ど
で
、
昭
和
五
十

四
年
中
の
所
得
が
、
配
偶
者
控
除
、

巾
魯
説
明
会

日
時
及
び
場
所

2
月
2
0
日
　
役
場
西
別
館

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
Ｃ
Ｈ
。
3
月
4
日
　
町
民
会
館

控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

㊥
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る

人申
告
と
相
談
日

＠
日
時
　
3
月
4
日
・
5
日

9
時
3
0
分
～
1
6
時
（
1
2
時
～

1
3
時
を
除
く
）

場
所
　
町
民
会
館

㊥
日
時
　
3
月
1
1
日
～
1
5
日

9
時
～
1
7
時
（
1
2
時
～
1
3
時

及
び
1
5
日
の
年
後
は
除
く
）

場
所
　
若
松
税
務
署
（
税
理
士
相
談

コ
ー
ナ
ー
〕

㊥
日
時
　
3
月
4
日
・
5
日

い
ず
れ
も
9
時
3
0
分
に
集
合

㊥
譲
渡
所
得

昭
和
五
十
四
年
中
に
土
地
や
窪
物
な

ど
を
売
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

な
お
、
当
日
は
申
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
次
の
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
売
買
契
約
書

㊥
測
量
費
ま
た
は
仲
介
料
の
領
収
書

◎
筆
記
用
具
及
び
印
鑑

◎
一
般
の
売
買
の
ほ
か
に
収
用
交
換
な

ど
も
譲
渡
所
得
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
の
か
た
は

遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

㊥
贈
与
税

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
か

町
で
は
、
次
の
日
程
で
住
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
の
申
告
と
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

時
間
　
9
時
～
1
6
時

場
所
　
役
場
東
別
館
（
グ
ラ
ン
ド
横

目
顧
（
地
区
別
）

。
2
月
1
2
日
　
野
間
町
任
、
二
町
住
、

下
二
町
住
、
吉
田
団
地

。
2
月
1
3
日
、
イ
ワ
ゼ
町
任
、
垣
添
町

住
、
高
松
団
地

。
2
月
1
4
日
、
鯉
口
団
地
、
猪
鮨
町
住

立
屋
敷
、
伊
左
座

み
ず
ほ
団
地
　
サ
ニ
ー
ニ
ュ
タ
ウ
ン

。
2
月
1
5
日
　
二
、
下
二
、
入
江
興
産

林
住
宅
　
苫
田
一
・
二

。
2
月
1
8
日
富
田
三
、
緑
風
園
、

水
巻
苑
、
美
吉
野
、
松
栄
荘

。
2
月
1
9
日
　
頃
末
、
机
、
古
賀
、

新
生
街
、
高
尾
団
地

。
2
月
2
0
日
　
二
社
区
、
古
賀
区
、

梅
ノ
木
区
、
高
松
区
、

樋
口
・
お
か
の
台

。
2
月
2
1
日
　
梅
ノ
木
団
地
　
猪
熊

農
業
所
得
の
あ
る
人

・
2
月
2
5
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

・
2
月
2
6
日
　
下
二
、
吉
田
一
二
一
・

三
、
頃
宋

円

　

円

3
0
0
8
7
7
0

3
　
　
　
　
3

了
2
月
2
7日
　
机
、
古
賀
、
猪
熊

還
付
申
告
は
早
め
に

次
の
か
た
で
税
金
が
納
め
過
ぎ
て
い

る
人
は
還
付
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
税
務

国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た
と
き
、
思

い
が
け
な
い
事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と
き

な
ど
、
社
会
全
体
の
し
く
み
の
中
で
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
そ
の
生
活
を
保
障

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
，
つ
し
た
将
来
の
生
活
を
守
る
国
民

年
金
は
皆
さ
ん
の
納
め
ら
れ
た
保
険
料

と
、
国
庫
負
担
（
2
対
1
の
割
合
）
、

そ
れ
に
積
立
金
の
運
用
利
子
を
財
源
に

し
て
必
要
な
年
金
給
付
費
を
賄
う
と
い

う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
上
る
保
険
料

国
民
年
金
の
年
金
額
は
毎
年
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
、
昨
年
も
7
月
か
ら
3
日
％

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
に
よ
っ
て
、

例
え
ば
1
0
年
年
金
で
2
9
万
6
、
9
0

0
円
、
2
5
年
納
付
の
人
で
年
4
7
万
7

0
0
円
、
4
0
年
納
付
で
は
′
　
7
5
万
3

2
0
0
円
と
年
金
額
の
引
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、
来
年
（
5
6
年
）
に
予
定
さ
れ

て
い
た
財
政
再
計
算
を
一
年
早
め
て
今

年
実
施
し
、
年
金
額
も
引
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
金
額
の
充
実
が
図
ら

れ
る
一
万
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
伸

び
と
と
も
に
年
金
受
給
者
は
増
え
、
そ

の
年
金
受
給
期
間
は
長
く
な
る
と
い
う

こ
と
か
ら
年
金
給
付
費
は
急
増
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
4
月
よ
り
保

険
料
が
3
、
7
7
0
円
に
引
上
げ
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
あ
な
た
の
老
後
を
守

る
国
民
年
金
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に

こ
う
し
た
相
応
の
保
険
料
負
担
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
酷
い
し
ま
す

＝

窓

口

学

習

＝

戸
籍
と
は
、
人
の
本
籍
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
家
族
と
の
関
係
な
ど
を

登
録
し
た
公
正
証
書
で
す
。

戸
籍
届
書
は
一
遇
だ
け
で
／

戸
籍
に
関
す
る
全
て
の
届
書
（
出

生
死
亡
、
婚
姻
な
ど
）
は
、
一
週
で

結
構
で
す
。
こ
の
取
扱
い
は
、
当
町

の
ほ
か
北
九
州
市
、
中
間
市
、
遠
賀

郡
で
届
出
を
す
る
場
合
の
み
で
す
。

た
だ
し
、
添
付
書
類
と
し
て
、
戸

籍
謄
（
抄
本
）
を
必
要
と
す
る
届
書
に

つ
い
て
は
、
本
籍
地
以
外
の
役
所
に

出
す
場
合
の
み
二
～
三
通
必
要
で
す

ま
た
、
届
書
に
押
し
た
印
鑑
は
持
参

く
だ
さ
い
。

今回よりこの欄に小・中学生が考えつくった人権標語を紹介します
友だちいない子　知らない子　みんな仲間だ友達だ　机小3年　やそじまつかさ
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ｉ腔墾幸室，。聾酎
き

2
月
2
2
日
（
金
曜
）

1
3
時
3
0
分
か
ら

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
（
頃

宋
）
・
3
階
ホ
ー
ル

太
田
満
夫
先
生
（
国
立
病

院
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
副
院

成
人
病
教
室
の
申
込
み

今
年
も
四
月
か
ら
一
年
間
を
通
じ
て

成
人
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
調
理
実
習
、
医
師

に
よ
る
学
習
、
衛
生
教
育
、
健
康
体
操

看
蕃
実
習
な
ど
を
毎
月
一
回
行
っ
て
い

き
ま
す
。

申
込
み
は
6
0
歳
ま
で
の
か
た
で
現
在

役
場
衛
生
係
で
受
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
（
5
0
名
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
目
に
本
人
が
申
込
を
。

フ
グ
処
理
師
試
験

▼
受
験
資
格

フ
グ
処
理
業
務
従
事
証
明
が
さ
れ
た

日
の
前
日
で
次
の
い
づ
れ
か
に
該
当

す
る
者
。

①
　
フ
グ
処
理
（
有
毒
部
分
を
除
去
）

に
3
年
以
上
従
事
し
た
者
。

㊥
　
①
に
該
当
し
な
い
で
フ
グ
処
理
に

5
年
以
上
従
事
し
た
者
。

▼
試
験
日
　
3
月
2
5
日

▼
試
験
場
所
　
中
村
学
園
短
期
大
学
（

福
岡
市
酉
区
別
府
5
丁
目
）

▼
申
込
み

2
月
1
8
日
～
2
月
2
3
日
ま
で
に
遠
賀

康！

管！

保
健
所
ま
で

な
お
、
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
現
在
で

フ
グ
処
理
業
者
に
従
事
し
た
期
間
が
5

年
以
上
の
者
に
は
、
別
途
講
習
会
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
り
免
許
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
ま

で
。都

市
計
画
道
路

事
業
の
縦
覧

水
巻
町
都
市
計
画
道
路
事
業
の
図
書

を
左
記
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
事
業
の
名
称

三
、
四
、
五
砂
山
丸
の
内
線
（
大
字

古
賀
地
内
）

▼
縦
覧
の
期
間

昭

和

5

5

年

2

月

～

5

7

年

3

月

3

1

日

▼
縦
覧
場
所

役
場
建
設
課

国
立
県
営
福
岡
身
障
者

職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

本
校
は
、
国
立
で
国
の
委
託
を
受
け

て
福
岡
県
が
運
営
に
あ
た
り
、
身
障
者

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
適
応
し

た
技
能
を
習
得
し
、
将
来
、
技
能
者
と

≡
ｔ
．
く
一
く
一
≡
．
1
ヽ
ノ
ヽ
く
一
≡
こ
て
ノ
ヽ
‘
’
≡
－
．
く
．
く
一
ｒ
ｔ
三
三
ヽ
′
ヽ
一
ｒ
ｌ
≡
．
’
ヽ
ノ
’
ｌ
ヽ

理

講

演
ノゝ
コミ

長
）

主
催
　
水
巻
町
商
工
会

協
賛
　
水
巻
町

特
に
中
小
企
業
経
営
者
の
か
た
は

今
後
の
健
康
増
膠
の
た
め
ぜ
ひ
受
講

下
さ
い
。

≡
ｌ
一
．
、
ノ
、
く
一
≡
≡
、
く
く
ｌ
≡
．
．
、
く
ノ
1
…
≡
1
ｒ
Ｊ
ヽ
≡
≡
1
′
ヽ
′
ヽ
≡
≡
ヽ
く
′
ヽ

コ
梧
ラ
大
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

鎗
ｍ
ｌ
際
築

し
て
自
立
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
　
洋
服
、
洋
裁
、
軽
印
刷
、

製
版
印
刷
、
義
肢
装
具
、
印
章
彫
刻

一
般
事
務
、
理
容

▼
申
込
期
限
　
3
月
1
0
日
ま
で

▼
申
込
先
　
福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓

練

校

（

恋

9

2

1

・

2

6

0

0

）

～

小
倉
北
区
萩
崎
町
2
番
ｌ
号

く
わ
し
い
こ
と
は
訓
練
校
ま
で
。

粗
大
ゴ
ミ
は

事
前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

必
ず
収
集
日
の
三
日
前
ま
で
に
申
込

ん
で
下
さ
い
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
庭
電
気
製
品
－
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ

洗
た
く
機
、
家
具
類
、
自
転
車
、
畳

廃
林
、
一
斗
椎
、
一
升
ビ
ン
な
ど

▼
収
集
日
（
毎
月
一
回
）

〇
第
1
土
曜
日
、
吉
田
一
・
二
・
三
、

吉
田
団
地
、
美
吉
野

鯉
口
団
地
、
緑
風
園

〇
第
2
水
曜
日
　
猪
熊
（
入
柳
地
区
除

く
）
、
猪
熊
町
住

〇
第
3
土
曜
日
　
右
記
以
外
の
地
域

広
域
行
政
関
連
企
業

㈱
玄
洋
社
職
員
募
集

▼
職
種
　
運
転
手
、
作
業
員
、
女
子
事

務
員
（
要
運
転
免
許
）

▼
申
込
み
　
2
月
2
9
日
ま
で
履
歴
書
一

週
を
会
社
に
鍵
出
の
こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
㈱
玄
洋
社
～
八
幡

西
区
友
田
1
丁
目
（
暫
6
9
1
・
2
9

6
2
）
ま
で
。

水

巻

町

企

画

財

政

課

（

電

　

2

0

電
話
帳
　
（
商
工
会
発
行
）

番
号
訂
正
と
お
わ
び

水
巻
町
商
工
会
青
年
部
発
行
の
電
話

帳
に
一
部
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
　
9
2
ペ
ー
ジ

八

木

隆

（

誤

〕

2

0

1

・

1

6

6

1

（

正

〕

2

0

1

・

1

6

1

1

誤配達郵便物の

顧級について

郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
る
手
紙
が
、

誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
処
置
を
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

適
当
な
紙
に
、
誤
配
達
と
宋
記
し
、

受
け
取
ら
れ
た
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名

を
書
い
て
郵
便
物
に
貼
り
、
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
下
さ
い
。

こ
の
場
合
「
誤
配
達
」
と
だ
け
書
か

れ
て
い
る
と
、
ま
た
も
う
一
度
同
じ
所

に
配
達
し
て
し
ま
う
惑
れ
が
あ
り
ま
す

郵
便
物
は
、
正
確
に
配
達
さ
れ
る
よ

う
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
ま
す
が

時
と
し
て
誤
っ
て
配
達
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
に
迷
っ
た
郵
便

物
を
目
的
地
へ
届
か
せ
る
た
め
に
み
な

さ
ん
方
の
協
力
を
お
頗
い
し
ま
す
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

お
買
い
求
め
を印

　

削

‥お　　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。
高松団地　　故長岡　トミ殿　　長岡宗太郎殿
頃　　　末　　故村上　辰夫殿　　村上キヤ子殿

頃　　　末　　故山浦マツ子殿　　山浦　澄雄殿

高松団地　　故篠原　元助殿　　篠原　信幸殿

頃　　　末　　故木原シズカ殿　　木原　秋雄殿
美吉野団地　　故山本意佐子殿　　山本　義光殿

頃末の芳賀仏壇店より薬師如来のお賽銭のご寄贈がありました

日　曜在宅医
2月10日　永松医院　耳鼻科　頃　末　蜜201・0386

2月17日　有留医院　内・児科　吉　田　蟹201・1394

2月24日　浦野医院　整形外科　頃　宋　音201・1877

3月2日　伊藤医院皮膚泌尿科頃　末　審201・0527

3月9日　入江医院　整形外科　頃　末　魯201・3320

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あ　な　た　の役場です　電言語（201）4321番

罰
∴
刷
合
資
会
社


